
農山漁村における農林漁業体験・宿泊体験の推進
令和５年度予算の概要

〇令和５年度予算において、農山漁村における農林漁業体験・宿泊体験の推進のため、内閣官房、総務省、
文部科学省、農林水産省、環境省の５省が連携して所要額を計上。

〇関係省庁連絡会議を開催し、セミナー等において合同で施策説明を行うなど、省庁間の情報共有や連携を実施。

学 校 農山漁村
農山漁村における農林漁業体験・宿泊体験

関係省一体となった事業推進

総務省 農林水産省 環境省

（農泊地域等） （国立公園等）

文部科学省

内閣官房・内閣府
○関係省庁連絡会議の設置（議長：デジタル田園都市国家構想実現会議事務局 事務局長）

○長期（4泊5日等）の子供農山漁村体験の取組に対する支援
【デジタル田園都市国家構想交付金 1,000（1,000）億円の内数】

○都市・農山漁村の地域連携による子ども農山
漁村交流推進支援事業
・子供農山漁村交流の取組の拡大、定着を
図るため、送り側・受入側の地方公共団体
双方が連携して行う実施体制の構築を支援

・子供の農山漁村体験交流計画の策定を支援
・モデル事業の取組事例やノウハウの横展開
を進めるためのセミナーの開催

【都市・農山漁村の教育交流による地域活性化
推進に要する経費 18（18）百万円】

○特別交付税による財政措置

・宿泊体験活動の取組に対する財政措置
・体制整備等への財政措置

○自然体験プログラムの開発・実施支援
・受入地域でのプログラム開発や実施
の支援
・受入地域の協議会等と協力して事業
を進める自然学校等の把握や支援

【国立公園等における子どもの自然体験
活動推進事業 5（5）百万円】

【自然公園等利用ふれあい推進事業経費
9（9）百万円の内数】

○学校等における宿泊体験活動の取組に対する
支援
・小学校、中学校、高等学校等における取組
・教育委員会が主催する農山漁村体験活動導入
の取組
・教育支援センター等における体験活動の取組等

送り側（学校）を中心に支援

受入側(農山漁村)を中心に支援送り側・受入側双方が連携
して行う取組を中心に支援

【生物多様性保全推進支援事業（うち里山未
来拠点形成支援事業）

36（36）百万円の内数】

【農山漁村振興交付金のうち
農山漁村発イノベーション対策

9,070（9,752)百万円の内数】

○都市と農山漁村の交流を促進するため
の取組に対する支援
・農泊の推進体制整備
・観光コンテンツの磨き上げ
・専門人材の活用 等

○交流促進施設等の整備に対する支援
・古民家等を活用した滞在施設や体

験・交流施設等の整備
・地域内に存在する廃校等の遊休施設

を有効活用する施設整備

送り側（学校等）
を中心に支援

【健全育成のための体験活動推進事業（学校を
核とした地域力強化プランの内数）

99 （99）百万円】
【補習等のための指導員等派遣事業（うち学力
向上を目的とした学校教育活動支援）

9,092（8,447）百万円の内数】
【体験活動等を通じた青少年自立支援プロジェ
クト 79 （72）百万円】

【「子どもゆめ基金」事業（(独)国立青少年教育
振興機構運営費交付金の内数）

7,947(8,405)百万円の内数】


	スライド番号 1

